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第1章 研究の概要 

近年、両親の都合によって、日本に連れて来られる中国人児童生徒が多くいる。中国人児童生徒

のうち母語が十分に発達する前に、新しい言語環境に移動した場合、母語を喪失する恐れがある。こ

れに関する先行研究は岡崎(2000)、中島(2008)がある。稿者は移動した児童の母語喪失と新しい言

語の習得を研究テーマとした。そして、本研究では、8歳で来日した中国人児童リナ(仮名)のケースを

取り上げ、来日後の中国語と日本語の習得状況を観察し、OBC会話テストを利用し、中国語と日本語

がどのように変化していくかを調査した。そして、リナの2言語学習に影響を与える要素としての保護者

の言語教育観を分析し、在日中国人児童が抱える言語学習の問題の解決に多少でも寄与したと考え

た。 

 

第 2 章 リナの中国語能力 

 宇佐美(2003)を参考に支援過程の録音データを文字化し、分析を行った。リナの中国語と日本語の

言語切り替え現象、ピンインの喪失過程および傾向、読み書き能力の喪失過程及び傾向と日本語優

先の現象の 4 つの結果により、リナの中国語喪失の状況を明らかにした。そして、リナの中国語喪失を

食い止め、中国語学習を促進するために、家庭内での言語環境を厳しくコントロールすること、中国語

に接触する時間と質を増やすことと、家庭内での読書と漢字書きの練習をするなどを提案した。 

 

第3章 中国語と日本語の会話力―OBC 会話テストの結果― 

Cummins(1984)によると、バイリンガル言語環境で育てられる子どもの母語能力の伸びは第二言語

の発達に重要な影響を与えるのであり、子どもの母語会話能力を測ることも重要だという。そこで、



OBC 会話テストを利用し、リナの 2 言語の会話能力を測った。中国語と日本語のテストの評価では、

中国語の全体的な平均点数は 3.9 点で、日本語の全体的な平均点数は 3.3 点であった(満点は 5 点)。

中国語の OBC 会話テストの評価と日本語の OBC 会話テストの評価を分けて見ると、リナは来日 2 年

間の後に、中国語の会話能力は落ちたものの、日本語の会話能力が著しく伸びたと思われる。 

2言語のOBC会話テストの結果を見ると、リナの中国語の到達度は年齢相応のレベルに達していな

いこと、日本語会話能力は来日後2年間で相当伸びたが、まだ年齢相応のレベルには達していないこ

とがわかった。両言語の到達度がともに高くないと考えられる。そのため、このままでいけば、リナの2

言語の到達度は完全に「ダブル・リミテッド・バイリンガル」になる恐れがあると見られる。 

 

第4章 保護者の言語教育観 

リナの保護者に2度の対面インタビューをし、保護者の言語教育観を調査した。インタビュー1の中

で、母親はリナの日本語の上達を重視し、日本にいるのだから、中国語を忘れることにあまり神経質に

なる必要はないと思っていた。インタビュー2では、日本語は重要だが、中国語を忘れると大変なことに

なるとも意識している。親の意識の変化はリナが言語指導を受けている状況の変化から読み取れる。 

さらに、2つのインタビューから、保護者が来日後のリナの言語教育に関して抱えている問題として、

親がリナの日本語学習を支援できない問題と日本でほかの同じ立場にある中国人の子どもの教育情

報も得にくい問題を纏め、解決法を提案した。 

 

第5章 考察と今後の要望 

以上がリナの来日後一年半の言語環境・学習状況を追ったものである。言語学習については、子ど

もはそれぞれの特性を持っており、リナの状況を他の在日中国人児童の言語学習にまで一般化する

ことはできないため、今後、在日中国人児童の言語学習に関する大規模の調査を行う必要があると考

える。 
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